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高知県農業振興部農業基盤課



高知県の農業の現状

水利権について（農業用水の歴史など）

物部川の水利権の現状と課題

 （受益、農業施設等の実態、地域用水など）

今後の取組など





高知県は、県土の８４％が林野で、９５％が中山間地域であり、また、全国に先駆けて人口
減少・高齢化社会に突入しています。
このような現状の中、水稲、野菜、果実等の生産が行われ、狭隘な耕地を集約的に利用する
生産効率の高い施設園芸は、本県農業の基幹であり、全国有数の園芸産地となっています。







出典：国土交通省







農林水産省HP：「農業用水の歴史と水利権について」より



これまで、農業用水（かんがいなど）は、農業用としての必要な水量のみ
許可されてきた経過はあるが、本来は、地域用水（地下水涵養など）も
含み農業用水と定義されている。



○実態把握と情報共有

・多面的な機能を持った地域用水としての実態把握。 
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○現状「受益地は減少傾向」
 農家の高齢化や減少による遊休農地の増加や宅地化による
 農地転用などにより、受益地は年々減少している。

○課題「取水量の確保が必要」
・一方、受益地は減少傾向にあるものの、水路網は毛細血管状に
 張り巡らされ、数千の分水があることから、水位不足により
 水が乗らない農地や水路も多数存在する。

・下流域ではポンプアップで農地に水を供給している箇所も多数
 あるのが現状である。

このような状況から、取水量の確保が必要である。



※赤線が3面張り水路、青線が2面張り水路、
　赤丸がポンプアップ箇所

該当場所
全体受益の約１０%（合同堰）



本線

分水Ⅰ
分水Ⅱ

幹線水路でも、本線・分水Ⅰ・分水Ⅱの
3方向に水路が枝分かれしている。



本線

分水Ⅰ

分水Ⅱ

分水Ⅲ

本線・分水Ⅰ・分水Ⅱ・分水Ⅲの
4方向に水路が枝分かれしている。
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分水

分水

分水の先に、また分水があり
複雑な水路網が形成されている。

分水については、せき板等により管理しており、その高さ（調整）は取水する
農家での取決めがあり、容易に分水の高さを変更することは難しい。
（１ｃｍの調整で水の流れが大きく変わり、下流の農地や水路に水が行き届かなくなる）



本線

分水

・取水口が高い位置に設けられており、
 用水量不足による水位低下の際は、農地への取水が困難



地下水をポンプアップして、
施設園芸などの用水として利用



物部川の水環境は大きく変化している。

  気象状況の変化

    ・ゲリラ豪雨による洪水

    ・小雨状態の長期化による渇水

  
▼令和４年度物部川（合同堰・統合堰）渇水対応記録表

・市役所及び改良区には苦情の連絡あり
・4月の渇水時には、作付を断念した農家あり





○実態把握と情報共有

・前回の水利権許可更新時（H29年度）に、更新の条件 
 として、作付け状況調査を、H30年度よりR5年度までの
 ６年間、実施するよう国土交通省より指示を受ける。

・この調査結果から、遊休農地はあるものの、冬場の農地

 の流動化（作付けする農地が変動）が確認された。

 

・このことから、冬場の農地の流動化（営農形態の変化や

 ローテーション）を踏まえ、受益地内の全ての農地への

 水供給の検討が必要。



○「高知県南国地区」の国営事業





○営農関係
・実施中の国営事業を契機として、大規模経営や機械化により、

 農地の持続的な活用を実現し、遊休農地の解消を行う。

・高知県の産業振興計画で掲げる「地域で暮らし稼げる農業」の

 実現に向けて取り組む。



渇水調整協議会が頻繁に開催され「底水利用」などの

 渇水対策の検討が必要となる場面もあった。

「渇水調整協議会」や「清流保全推進協議会」などの対応から

 物部川の水利用においては、降雨状況に大きく左右され、

 利水者等の調整などが非常に難しい。

日常的に渇水への対応を意識することと併せて

 ・利水者の自主節水の取り組み

 ・営農に支障のない範囲での河川流量への配慮

 ・渇水対策の迅速な実施 など

 今後は、関係者が協力・連携し、物部川の水環境の改善や
 限られた水資源の有効利用に向けた取り組みが重要。



水利権は、現在、市町村や農業委員会など関係者で

 策定されている「地域計画」と密接な関わりがある。

地域計画とは、地域農業の将来のあり方を示す目標地図

 であり、今後は地域計画を踏まえた水利用の検討が重要。

次期、水利権更新手続き（R8年度）に向けて
 ・県（農業基盤課）
 ・両改良区（合同堰、統合堰）
 ・3市（香美市、香南市、南国市）
 と協力して、水の取水量の確保に向け、取り組むことが重要である。



高知県農業基盤課（須内、藤本）

 TEL:０８８－８２１－４５６２

 Mail：kousuke_sunouchi@ken2.pref.kochi.lg.jp


